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(1) 2017年12⽉期 連結業績

（単位：百万円）

2017年12⽉期
前期⽐ 期初予想（2017/2/9発表）⽐

前期 増減額 増減率(%) 予想 増減額 増減率(%)

売上⾼ 83,423 79,783 +3,640 +4.6 84,000 ▲577 ▲0.7
売上総利益 25,708 26,127 ▲419 ▲1.6 27,996 ▲2,288 ▲8.2

売上総利益率 30.8% 32.7% ▲1.9p － 33.3% ▲2.5p －
販売費及び⼀般管理費 20,219 19,638 +581 +3.0 21,295 ▲1,076 ▲5.1
営業利益 5,489 6,488 ▲999 ▲15.4 6,700 ▲1,211 ▲18.1

営業利益率 6.6% 8.1% ▲1.5p － 8.0% ▲1.4p －
経常利益 5,642 6,704 ▲1,062 ▲15.8 6,737 ▲1,095 ▲16.3
親会社株主に帰属する当期純利益 4,438 4,580 ▲142 ▲3.1 4,549 ▲111 ▲2.4
ROE 9.6% 10.5% ▲0.9p － 9.8％ ▲0.2％ －

売上⾼は過去最⾼。不採算案件発⽣により営業利益・経常利益は減益となったものの、
当期純利益は三鷹DC売却に伴う特別利益の計上等によりほぼ前期並み。

売上⾼はほぼ予想並み。⼀⽅、不採算により営業利益・経常利益が予想未達となったため
1/19に業績予想修正発表。 なお、当期純利益はほぼ予想並み。

前期⽐

期初予想⽐

予想から1株当たり2円増配し27円実施予定（通期52円／5期連続増配）期末配当
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(2)-1 営業利益の増減要因 【前期⽐】

2016年12⽉期
実績

(単位：億円)

営業利益
54.8

営業利益
64.8

研究開発費 ＋1.9億円
⼈件費 +1.9億円
事業税 +1.8億円

受託システム開発の
収益性向上

増収効果
＋11.9

2017年12⽉期
実績

販管費増
▲5.8

前期⽐
▲10.0

収益性向上
＋1.9 不採算案件

による原価増
▲18.0
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(2)-2 営業利益の増減要因 【期初予想⽐】

2017年12⽉期
期初予想

(単位：億円)

営業利益
67.0

情報機器販売の
構成⽐が拡⼤

減収の影響
▲1.9

2017年12⽉期
実績

販管費の
計画⽐減

＋10.7

期初予想⽐
▲12.2

サービス構成⽐の変化
による利益率の低下

▲3.0

営業利益
54.8

不採算案件
による原価増

▲18.0

外注費 ▲2.5億円
研究開発費 ▲6.2億円
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(3) 事業セグメント別売上⾼および営業利益
（単位：百万円）

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ 2017年
12⽉期

前期⽐ 期初予想⽐

増減額 増減率(%) 概況 増減額 増減率(%)

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ

売上⾼ 21,413 ▲624 ▲2.8 「BANK・R」案件の反動減、ﾒｶﾞﾊﾞﾝ
ｸ向け受託ｼｽﾃﾑ開発案件の伸び悩
みにより減収。減収により減益となる
も、営業利益率8％台維持。

▲1,953 ▲8.4

営業利益 1,821 ▲289 ▲13.7 ▲717 ▲28.3

% 8.5% ▲1.1p - ▲2.4p -

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

売上⾼ 17,033 ＋68 +0.4 「POSITIVE」等ｿﾌﾄｳｪｱ製品販売
が堅調に推移し、売上⾼は前期並み。
⼀⽅、⼀部案件の不採算化ならび
にR&D等の費⽤増により減益。

＋239 +1.4

営業利益 ▲169 ▲1,835 - ▲1,205 -

% ▲1.0% ▲10.8p - ▲7.2p -

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

売上⾼ 25,530 ＋1,658 +6.9
MBDｿﾘｭｰｼｮﾝや「NX」の拡⼤により
増収。増収効果に加え、収益性改
善により増益。

▲369 ▲1.4

営業利益 1,359 ＋667 +96.4 ＋198 +17.1

% 5.3% +2.4p - +0.8p -

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT

売上⾼ 19,445 ＋2,537 +15.0
電通との協業ﾋﾞｼﾞﾈｽは前期並みを
維持。電通向けが労働環境改⾰を
背景に⼤幅拡⼤し、増収増益。

＋1,507 +8.4

営業利益 2,477 ＋459 +22.7 ＋513 +26.1

% 12.7% +0.8p - +1.8p -

※ BANK・R・・・次世代融資ｿﾘｭー ｼｮﾝ POSITIVE・・・⼈事管理ｿﾘｭー ｼｮﾝ MBD・・・モデルベース開発 NX・・・3次元CAD
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(4) サービス品⽬別 連結売上⾼
（単位：百万円）

ｻｰﾋﾞｽ品⽬ 2017年
12⽉期

前期⽐ 期初予想⽐

増減額 増減率(%) 概況 増減額 増減率(%)

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ 5,515 +89 +1.6
MBDの導⼊⽀援分野ならびにﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ分野が⾃動⾞業界向けを中
⼼に拡⼤

+48 +0.9

受託ｼｽﾃﾑ開発 22,473 +851 +3.9 電通や運輸業向けを中⼼に拡⼤ ▲1,645 ▲6.8

ｿﾌﾄｳｪｱ製品 14,752 ▲44 ▲0.3
「BANK・R」の反動減があったものの、
「POSITIVE」、「iQUAVIS」の拡⼤に
よりほぼ前期並み

▲867 ▲5.6

ｿﾌﾄｳｪｱ商品 25,077 +1,227 +5.1 「NX」が電機・精密業界向けを中⼼に、
SAPがｻｰﾋﾞｽ業向けを中⼼に拡⼤ +181 +0.7

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・運⽤保守 8,587 +572 +7.1 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けが拡⼤ +490 +6.1

情報機器販売・その他 7,017 +946 +15.6 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けが拡⼤ +1,215 +20.9
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(5) 連結貸借対照表
（単位：百万円）

2017年
12⽉31⽇

2016年
12⽉31⽇

対前期末
増減 主な増減要因

流動資産 59,311 55,046 +4,265 売上債権の増加（＋2,552）、前渡⾦の増加（＋931）、
仕掛品の増加（＋199）

固定資産 12,692 11,244 +1,448 投資有価証券の増加（+1,817）、
有形固定資産の減少（▲226）

資産合計 72,003 66,291 +5,712

流動負債 21,950 19,573 +2,377
前受⾦の増加（＋801)、仕⼊債務の増加(＋619)、
受注損失引当⾦の増加（+558）、
未払法⼈税等の増加（＋361）

固定負債 2,252 1,690 +562 ﾘｰｽ債務の増加（＋458）

負債合計 24,203 21,263 +2,940

純資産合計 47,800 45,027 +2,772 利益剰余⾦の増加（＋2,679）

負債純資産合計 72,003 66,291 +5,712
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(6) 連結キャッシュ・フロー
（単位：百万円）

2017年12⽉期 今期の主な動き
前年同期⽐

2016年12⽉期 増減

営業活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ 4,265

税⾦等調整前当期純利益（6,267）
減価償却費（2,245）
売上債権の増加額（▲2,524）
法⼈税等の⽀払額（▲1,724）

8,303 ▲4,038

投資活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ ▲1,855

投資有価証券の取得による⽀出（▲1,741）
無形固定資産の取得による⽀出（▲1,188）
有形固定資産の取得による⽀出（▲753）
有形固定資産の売却による収⼊（2,001）

▲34 ▲1,821

財務活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ ▲2,363 配当⾦の⽀払額（▲1,759）
ﾘｰｽ債務の返済による⽀出（▲593） ▲1,991 ▲372

現⾦及び現⾦同等物に係る換算差額 57 ▲258 ＋315

現⾦及び現⾦同等物の増減額（▲は減少） 105 6,018 ▲5,913

現⾦及び現⾦同等物の期⾸残⾼ 30,248 24,230 ＋6,018

現⾦及び現⾦同等物の期末残⾼ 30,353 30,248 ＋105
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主な投資活動

投資有価証券の取得
計17億円

有形固定資産の取得
計7億円 株式会社エステックにおける第2実験場建設等

ベジタリア株式会社

Predictronics Corp.

株式会社Blue Planet-works

株式会社カウリス

株式会社ZMP

IoT/ビッグデータ

グローバル・ブレイン株式会社(ファンド)

サイバーセキュリティ

⾃動運転・⾃動搬送

先端技術

投資先領域分類

無形固定資産の取得
計11億円 「iQUAVIS」、「POSITIVE」、「BANK･R」、「STRAVIS」の機能強化等

有形固定資産の売却
計20億円 三鷹データセンター売却
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(7) 受注⾼・受注残⾼
（単位：百万円）

受注⾼ 受注残⾼

2017年12⽉期 前期⽐
増減率(%) 2017年12⽉期 前期⽐

増減率(%)

受託系の
ｻｰﾋﾞｽ品⽬

対象
※

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ 16,721 ▲5.6 3,569 +6.7

ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝ 9,456 ▲19.6 3,068 ▲16.4

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ 5,828 ＋32.6 1,091 ＋67.8

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT 7,849 ＋12.1 922 ▲17.6

合計 39,856 ▲2.5 8,651 ▲1.5

全ｻｰﾋﾞｽ品⽬
対象

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ 22,600 ▲5.0 5,214 ＋1.1

ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝ 18,460 ▲10.0 5,995 ▲6.5

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ 24,591 ＋9.2 8,436 ＋18.7

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT 17,311 ＋21.6 4,482 ＋56.2

合計 82,963 ＋3.7 24,128 ＋12.0
※ 当社ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ が決算短信等で開⽰している受注⾼・受注残⾼は、6つのｻー ﾋ゙ ｽ品⽬のうち、受託ｼｽﾃﾑ開発と、ｿﾌﾄｳｪｱ製品およびｿﾌﾄｳｪｱ商品の⼀部(ｱﾄ゙ ｵﾝ開発およびｱﾄ゙ ｵﾝ開発保守)の

みを対象としています。ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸ゙ ｻー ﾋ゙ ｽ、ｿﾌﾄｳｪｱ製品・商品の⼀部(ﾗｲｾﾝｽ販売/ﾗｲｾﾝｽ保守)、ｱｳﾄｿー ｼﾝｸ゙ ・運⽤保守ｻー ﾋ゙ ｽ、情報機器販売・その他は含んでおりません。

2018年12⽉期業績予想2018年12⽉期業績予想
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(1) 2018年12⽉期 業績予想
（単位：百万円）

通期 前期との⽐較

前期 増減額 増減率(%)

売上⾼ 88,000 83,423 +4,577 +5.5

営業利益 7,000 5,489 +1,511 +27.5

営業利益率 8.0% 6.6% +1.4p －

経常利益 7,034 5,642 +1,392 +24.7

親会社株主に帰属する
当期純利益 4,807 4,438 +369 +8.3

ﾎﾟｲﾝﾄ

【売上⾼】
中計⽬標は下回るものの、

5%超の増収を⽬指す

成⻑に向け、
⼈材への投資、

研究開発投資を拡⼤

【営業利益】
中計営業利益率⽬標

8％を⽬指す

社⻑直轄で「不採算案件撲
滅委員会」設置(2017/11)

再発防⽌を徹底
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(2) 2018年12⽉期 営業利益の増減要因

2017年12⽉期
実績

(単位：億円)

増収効果
+14.1

2018年12⽉期
予想

販管費増
▲23.0

営業利益
70.0

前期⽐
＋15.2億円

営業利益
54.8

売上総利益率の改善

・不採算の収束＋18.0
・収益性改善 ＋6.1

研究開発投資 +10億円
⼈材⼒強化(⼈員増、教育、ﾜｰｸｽﾀｲﾙ変⾰等) +7億円
営業⼒強化（販売促進費等） ＋4億円

不採算の収束/抑制、ならびに
ｿﾌﾄｳｪｱ製品の利益率向上を中
⼼に売上総利益率33.5%
（前期⽐+2.7p）を⽬指す
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(3) 2018年12⽉期 売上⾼予想＜事業セグメント別＞

（単位：百万円）

事業セグメント 通期 前期との⽐較
注⼒分野

前期 増減額 増減率(%)

⾦融ｿﾘｭー ｼｮﾝ 23,400 21,413 ＋1,987 +9.3%
・⼤⼿⾦融機関向け受託ｼｽﾃﾑ開発
・地域⾦融機関向け「BANK・R」
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ（上海）

ﾋ゙ ｼ゙ ﾈｽｿﾘｭー ｼｮﾝ 17,600 17,033 ＋567 +3.3%
・「POSITIVE」
・「STRAVIS」
・「SAP」

ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙ ｿﾘｭー ｼｮﾝ 28,000 25,530 ＋2,470 +9.7%
・「iQUAVIS」をｺｱとするMBDｿﾘｭｰｼｮﾝ
・CAD/CAM/CAE/PLM
・知的保全/ｽﾏｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰ/IoT関連
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ（ﾀｲ）

ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝIT 19,000 19,445 ▲445 ▲2.3%
・電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向け基幹ｼｽﾃﾑ
・電通協業（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ分野なら
びに公共分野）

※ STRAVIS・・・連結会計ｿﾘｭー ｼｮﾝ iQUAVIS・・・構想設計ｿﾘｭー ｼｮﾝ
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(4) 2018年12⽉期 売上⾼予想＜サービス品⽬別＞

（単位：百万円）

サービス品⽬ 通期 前期との⽐較

前期 増減額 増減率(%)

コンサルティングサービス 5,678 5,515 +163 +3.0

受託システム開発 23,874 22,473 +1,401 +6.2

ソフトウェア製品 16,241 14,752 +1,489 +10.1

ソフトウェア商品 26,952 25,077 +1,875 +7.5

アウトソーシング・
運⽤保守サービス 8,209 8,587 ▲378 ▲4.4

情報機器・その他 7,044 7,017 +27 +0.4
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(5) 2018年12⽉期上期 業績予想

（単位：百万円）

上期
(1-6⽉)

前年同期との⽐較 通期に対する
割合前年同期 増減額 増減率(%)

売上⾼ 41,941 40,525 +1,416 +3.5 47.7%

営業利益 3,211 3,133 +78 +2.5 45.9%

営業利益率 7.7% 7.7% － － －

経常利益 3,243 3,210 +33 +1.0 46.1%

親会社株主に帰属する
四半期純利益 2,224 2,801 ▲577 ▲20.6 46.3%
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(6) 2018年12⽉期上期 売上⾼予想

（単位：百万円）

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ 上期
(1-6⽉)

前年同期との⽐較

前年同期 増減額 増減率(%)

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ 11,333 10,542 ＋791 +7.5

ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝ 8,116 8,960 ▲844 ▲9.4

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ 13,290 12,337 ＋953 +7.7

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT 9,201 8,683 ＋518 +6.0

（単位：百万円）

ｻｰﾋﾞｽ品⽬ 上期
(1-6⽉)

前年同期との⽐較

前年同期 増減額 増減率(%)

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 2,828 2,814 +14 +0.5

受託ｼｽﾃﾑ開発 11,555 10,974 +581 +5.3

ｿﾌﾄｳｪｱ製品 7,605 7,312 +293 +4.0

ｿﾌﾄｳｪｱ商品 12,805 12,354 +451 +3.7

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・
運⽤保守ｻｰﾋﾞｽ 4,014 3,906 +108 +2.8

情報機器・その他 3,131 3,163 ▲32 ▲1.0

■事業セグメント別 ■サービス品⽬別



(7) 2018年12⽉期 配当予想
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 1株当たり56円（中間28円／期末28円） 〜６期連続増配を⽬指す

20 22 26 32
50 52 56

25.0%

39.1%
34.6%

35.6%
38.2% 38.0%

2001年
〜2013年

3⽉期

2014年
3⽉期

2015年
3⽉期

2015年
12⽉期

2016年
12⽉期

2017年
12⽉期

2018年
12⽉期
（予想）

1株当たり年間配当⾦(円)

連結配当性向
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主要ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ ＜2017年11⽉〜2018年1⽉＞
⾦融ソリューションセグメント

1/18 グローバルFinTechイベント「FIBC2018」を3⽉2⽇に開催
1/19 ニューメリカルテクノロジーズと⾦融機関向けリスク管理ソリューションの提供で業務提携
1/29 不正アクセス検知『FraudAlert』をセブン銀⾏が⾦融機関で初めて導⼊へ

ビジネスソリューションセグメント
12/8 クラウドセキュリティの国際規格「ISO/IEC 27017」の認証を取得

12/21 伊藤忠商事にグローバルデータ収集システム「STRAVIS-LINK」を提供

エンジニアリングソリューションセグメント
12/19 ⽶国プレディクトロニクス社への出資を拡⼤
12/27 トヨタ⾃動⾞のアジア3拠点と⽇本を結ぶVR集合教育の実証実験に成功

2/7 産業ロボットの故障予知アルゴリズムをマイクロサービス化 GEのIoT基盤「Predix」開発者向けサイト上で公開

オープンイノベーションラボ・他
11/30 RPAツール「UiPath」の本格提供を開始
12/27 テレワーク勤務制度を全社員に拡⼤
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「グローバル」 「IoT/ビッグデータ」 「2020＆Beyond」

ISID Open Innovation 2018 『価値協創』
〜あらゆるパートナーとのコラボレーションを通じて、新しい価値を創出し、お客様や社会の課題解決に貢献する〜

2015年
1〜12⽉実績

2018年
12⽉期

売 上 ⾼ 812億円 1,000億円

営 業 利 益 55億円 80億円

営 業 利 益 率 6.8% 8.0%

CAGR
(年平均成⻑率)

7.2%

13.3%

業績⽬標 各種指標

基本⽅針 ①競争優位性の追求 ②新たなビジネス領域の開拓 ③⼈材⼒の強化

10.0% 以上ROE

35〜40%を⽬安連結配当性向

3ヵ年合計100億円M&A投資枠

戦略領域



602 638 
727 739 782 

567 

797 
834 

1,000 

21 23

41 43 44

21

64

54

80

▲ 1
15

26 28 21
30

45
44

2011年
3⽉期

2012年
3⽉期

2013年
3⽉期

2014年
3⽉期

2015年
3⽉期

2015年
12⽉期
(9ヶ⽉)

2016年
12⽉期

2017年
12⽉期

2018年
12⽉期
中計⽬標

2年⽬

中計2年⽬の総括

23

 売上⾼：過去最⾼を達成
 営業利益：不採算の影響により計画未達

営業利益率(%) 3.6 3.7 5.8 5.8 5.7 3.7 8.1 6.6 8.0 

ROE(%) (0.4) 4.5 7.3 7.5 5.5 7.3 10.5 9.6 10.0 

中計対象期間

売上⾼

営業利益

親会社株主に
帰属する

当期純利益

中計最終年度の業績予想

営業利益（億円）

売上⾼（億円）

8.0%8.0%

中計⽬標
2018年度

予想

24

70
前期⽐+27.5%

80

880
前期⽐＋5.5％

1,000

9.8%10%

差異

▲10

▲120

営業利益率

ROE

・ ｵｰｶﾞﾆｯｸ▲60
・ ｲﾝｵｰｶﾞﾆｯｸ▲60

差異の主要因

・ ｵｰｶﾞﾆｯｸ▲5
・ ｲﾝｵｰｶﾞﾆｯｸ▲5

配当性向 38%35-40%

 中計⽬標には届かないものの、営業利益率8.0％の達成を⽬指す
 中計⽬標との差異は、ｵｰｶﾞﾆｯｸ/ｲﾝｵｰｶﾞﾆｯｸが半分ずつ
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中計最終年度〜⾏動ビジョン

社会課題の解決と経済成⻑を同時に実現する超スマート社会「Society5.0」
ISIDは強みを⽣かし、「Society 5.0」の実装・実現に貢献していく

Society 5.0の実装・実現に向けて

26

IoT、AI、ﾛﾎﾞｯﾄの活⽤

環境･ｴﾈﾙｷﾞｰ

ｻｲﾊﾞｰ･ﾌｨｼﾞｶﾙ･ｼｽﾃﾑ

安全・安⼼な社会

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ

ISIDｸﾞﾙｰﾌﾟ顧客企業 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾍﾞﾝﾁｬｰ/出資先 ⼤学、研究機関、
⾃治体

ﾊﾟｰﾄﾅｰ企業

地⽅創⽣ スマート
ファクトリー

IoT、AI、
Robotics

サイバー
セキュリティ 個⼈認証技術

Sports x IT FinTech ⾃動運転＆
⾃動搬送技術

デジタルトランス
フォーメーション

ものづくり⾰新

農業・漁業の
スマート化

デジタル
マーケティング

ｺﾈｸﾃｯﾄﾞ･ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰｽﾞ

Society 5.0
SDGs

価値協創Open Innovation



⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝｾｸﾞﾒﾝﾄ
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注⼒ポイント

中計最終年度予想

 ⾦融機関のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝを強⼒に⽀援
 FinTech企業との協業による新しい⾦融ｻｰﾋﾞｽの創出
 先進ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（AI、ﾌﾞﾛｯｸﾁｪｰﾝ等）の実装 〜実証実験から本格導⼊へ
 ⼤⼿銀⾏の投資優先領域（海外、ﾘｽｸ管理、規制対応等）への注⼒
 新たなｻｰﾋﾞｽ開発を加速するﾘｰｽ業向けに基幹業務ｼｽﾃﾑ「Lamp」をｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開

売上⾼

営業利益

234

2018年度予想

24

▲43

▲6

214 ＋20
＋9.3％

前期⽐2017年度実績

18 ＋6
＋37.2%

2018年度予想と
中計⽬標とのGAP

ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝｾｸﾞﾒﾝﾄ

 ⾃社開発のｿﾌﾄｳｪｱ製品を核に企業のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝを⽀援
 「POSITIVE」 〜働き⽅改⾰/ﾀﾚﾝﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾆｰｽﾞへ対応
 「STRAVIS」 〜連結会計を軸にｸﾞﾙｰﾌﾟ経営管理ｿﾘｭｰｼｮﾝ強化
 「次世代ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞITﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ」の開発を加速
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中計最終年度予想

注⼒ポイント

売上⾼

営業利益

176

2018年度予想

8

＋2

▲1

170 ＋6
＋3.3％

前期⽐2017年度実績

▲1 ＋9
－

2018年度予想と
中計⽬標とのGAP



ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｾｸﾞﾒﾝﾄ

 製造業のﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ実現に向けｿﾘｭｰｼｮﾝをさらに強化
 MBD/MBSEのさらなる推進
 ⾃動⾞のCASE（Connected, Autonomous, Shared, Electric）⽀援
 ｼｰﾒﾝｽ製品をｺｱにｽﾏｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰの推進
 PLM⼤型案件の加速
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中計最終年度予想

注⼒ポイント

売上⾼

営業利益

280

2018年度予想

14

▲10

－

255 ＋25
＋9.7％

前期⽐2017年度実績

13 ＋1
＋4.3%

2018年度予想と
中計⽬標とのGAP

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝITｾｸﾞﾒﾝﾄ

 電通･電通ｸﾞﾙｰﾌﾟとの協業ﾋﾞｼﾞﾈｽのさらなる強化に向け、
(株)電通ﾃﾞｼﾞﾀﾙと「電通ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ」創設(2017年11⽉)

 RPA（Robotic Process Automation）ﾋﾞｼﾞﾈｽ推進

 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ基幹ｼｽﾃﾑの⾼度化⽀援 〜労働環境改⾰をｻﾎﾟｰﾄ
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売上⾼

営業利益

190

2018年度予想

22

▲10

2018年度予想と
中計⽬標とのGAP

＋1

中計最終年度予想

注⼒ポイント

194 ▲4
▲2.3％

前期⽐2017年度実績

24 ▲2
▲8.5%



ｾｸﾞﾒﾝﾄ共通の戦略領域1
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IoT/ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ/AI

 AIによる因果情報解析ｻｰﾋﾞｽ「CALC」
〜 ｿﾆｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ研究所、ｸｳｼﾞｯﾄと協業し、適⽤案件拡⼤

 ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析による「故障予知ｿﾘｭｰｼｮﾝ」
〜 ｿﾘｭｰｼｮﾝ強化を加速すべく、⽶Predictronics Corp. へ出資拡⼤・関連会社化
〜 市場拡⼤を⽬指しGEのIoT基盤「Predix」上でｻｰﾋﾞｽ公開開始

 ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ・ﾋﾞｼﾞﾈｽ
〜 ｾｷｭﾘﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽへの参⼊に向け、⽣体認証ｻｰﾋﾞｽの「Liquid」、不正ｱｸｾｽ検知ｻｰﾋﾞｽの

「ｶｳﾘｽ」、ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄｾｷｭﾘﾃｨｿﾘｭｰｼｮﾝの「Blue Planet-works」に出資

 ｱｸﾞﾘﾃｯｸ・ﾋﾞｼﾞﾈｽ
〜 ﾌﾞﾛｯｸﾁｪｰﾝによる⾷の安全(⽣産履歴のﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ)の取り組みをさらに発展
〜 ｱｸﾞﾘﾃｯｸﾋﾞｼﾞﾈｽへの参⼊にむけ、農業IoT事業の「ﾍﾞｼﾞﾀﾘｱ」に出資

ｾｸﾞﾒﾝﾄ共通の戦略領域2
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2020＆Beyond

 2020ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ関連
 ｽﾎﾟｰﾂxIT

〜 企業や社会で⼈々の運動ﾏｲﾝﾄﾞを向上させるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「ｴﾌﾞﾘｽﾎﾟ!」
〜 ⼦どもの運動能⼒判定ｼｽﾃﾑ「Digsports」

地⽅創⽣・まちづくり

⾃動運転･⾃動搬送領域
〜 「ﾃｽﾄ⾛⾏」「⾃動制御」「物流⾃動化」「宅配ﾛﾎﾞｯﾄ」等の領域における

新規ﾋﾞｼﾞﾈｽの創出を⽬指し、「ZMP」に出資

2020＆Beyondに向け
電通・電通ｸﾞﾙｰﾌﾟとの協業加速

全社横断で
新規ｿﾘｭｰｼｮﾝの創出を加速


